
荷重計以外の過負荷防止装置の備え付けを義務化するなど

移動式クレーン構造規格が改正されました

移動式クレーンの製造者及び使用者の皆様へ

2018.３厚⽣労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

つり上げ荷重３トン未満の移動式クレーン等について、荷重計以外の「過負
荷を防止するための装置」を備えることが義務付けられます。（第27条）

対象︓つり上げ荷重３トン未満、⼜はジブの傾斜角及び⻑さが⼀定である移動式クレーン

＜経過措置＞ 平成31年３月１日前に製造された移動式クレーン、又は平成31年
３月１日において現に製造している移動式クレーンの規格について
は、なお従前の例によることができます。

移動式クレーンによる死亡災害は、年間約30件発生しています。
事故を防ぐとともに、移動式クレーンの構造に関する国際基準への整合を図

るため、以下の点について、「移動式クレーン構造規格」（平成７年労働省告
示第135号）が改正されましたので、ご留意ください。

※１ 定格荷重制限装置
定格荷重を超えた場合に、直ちに当該
移動式クレーンの作動を自動的に停止
する機能を有する装置

※２ 定格荷重指示装置
定格荷重を超えるおそれがある場合に、
当該荷の荷重が定格荷重を超える前に
警音を発する機能を有する装置

① つり上げ荷重３トン未満の移動式クレーン等の、過負荷防止装置について
② 移動式クレーンの設計法について（限界状態設計法の追加）
③ 前方安定度の計算式について（計算式の変更）
④ その他（穴あけの方法の性能規定化、最新の日本工業規格への整合化 など）

①

【改正前】荷重計は「過負荷を防止するための装置」として認められていました。

【改正後】荷重計は「過負荷を防止するための装置」として認められなくなり、
定格荷重制限装置※１、定格荷重指示装置※２などの装置を備えることが
義務づけられます。
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Mｐ︓ジブの質量のうち先端部等価質量※６ Ｍａ︓定格荷重とつり具の質量の和（定格総荷重）
Ｍｏ︓安定余裕荷重（ＭｔーＭａ） Ｍｔ︓安定限界総荷重※７

＜経過措置＞
・平成31年３月１日前に製造された移動式クレーン、
又は平成31年３月１日において現に製造している移
動式クレーンの規格については、なお従前の例によ
ることができます。

・上記以外の移動式クレーンで平成31年３月１日前に
製造された移動式クレーン（旧規格に適合するもの
に限る。）と同一の設計により平成31年９月１日前
に製造された移動式クレーンの前方安定度の値につ
いては、なお従前の例によります。

・クレーン又は移動式クレーンの過負荷防止装置構造規格（昭和47年労働省告示第81号）
・エレベーター構造規格（平成５年労働省告示第91号）
・ゴンドラ構造規格（平成６年労働省告示第26号）
・クレーン構造規格（平成7年労働省告示第134号）

※５ 前方安定度
荷をつった側における移
動式クレーンの安定度

※６ 先端部等価荷重
ジブを重心から先端側と
根本側に二分したときの
先端側の質量

※７ 安定限界総荷重
移動式クレーンが転倒に
⾄る荷の質量

移動式クレーンの設計法について、現⾏の「許容応⼒設計法」に加え、
｢限界状態設計法」による設計が可能となりました。（新規条文）➁

【改正前】移動式クレーンの設計法は、｢許容応⼒設計法｣※３のみ

【改正後】｢許容応⼒設計法｣※３、｢限界状態設計法｣※４のいずれかのうち、
移動式クレーンの用途等に応じて適切なものを、設計者が選択可能。

※３ 許容応⼒設計法 ︓構造部分に作用すると想定される荷重が、鋼材の降伏点などの材料の強
度抵抗値を一律の安全係数で除した値以下になるよう設計する方法

※４ 限界状態設計法 ︓構造部分に作用すると想定される荷重が、鋼材の降伏点などの材料の強
度抵抗値を特性、荷重の種類、接合部の形状に応じて定まる抵抗係数で
除した値以下となるよう設計する方法

前方安定度※５の計算式について、国際基準や国内基準との整合性を図るため
に計算式を変更しました。（第14条）③

≧１.１５
Ｍｐ＋Ｍａ＋Ｍｏ

Ｍｐ＋Ｍａ【旧】 【新】Ｍｔ ≧ １.２５Ｍａ ＋ ０.１Ｍｐ

なお、改正後も、「クレーン等安全規則第55条」等に基づき、定格荷重の1.27倍に相当
する荷をつって⾏う安定度試験に合格する等の必要があります。

移動式クレーン構造規格について、穴あけの方法についての性能規定化
（第39条）、最新の日本工業規格への整合化（第１条、第４条、第25
条）、国際規格に適合した機械の適用除外（第45条）について改正され
たほか、以下の構造規格についても同様に改正されました。

④
その他
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